
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎秋の呉高芸術祭でのお茶会では、安らぎのひとときをお届けしています。 

ぜひ、お越しください。 

心をこめておもてなしをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和やかな雰囲気のなか、茶道に精進しています。 

 黒川芳子先生の教授を受け、おじぎのしかた、座りかた、 

歩きかたなどの基本動作からお点前までの一連の所作を身につけ、 

立ち居振る舞い、心がけなども学んでいます。 

また、先輩は後輩を丁寧に教えています。呉羽高校茶道部の伝統です。 

所作を身につけることは難しいことですが、一つひとつの動きや姿勢の意味を考える

と、おのずと簡潔で美しい一連の流れになり、上達できたことが実感でき、より美しいお

点前をめざそうとするのが、茶道の醍醐味でしょうか。 

一服のお茶を点てていただくと、落ち着いた気分になります。 

 

毎秋の呉高芸術祭でのお茶会では、安らぎのひとときをお届けしています。 

ぜひ、お越しください。心をこめておもてなしをします。 

 

◇お稽古   月曜（自主練習）、金曜１５：４０～１７：４０   於：三陵会館和室 

 お稽古内容   春から秋まで  立礼式点前 

         秋から春まで  座礼式点前 

部員数 

２４人 

（令和３年度） 

 男子 女子 合計 指導の先生 

3 年生 ０ ６ ６ お名前 流派 

2 年生 ０ ２ ２ 黒川 芳子先生 

（茶名 宗芳） 

 

裏千家淡交会 1 年生 ０ ２ ２ 

 

コロナ禍のお稽古（つぶやき・・・） 

点て出しやお菓子の取り回しなどはできず、お稽古は略式を余儀なくされています。そ

の分、自らの所作の一つひとつに向き合ったり、互いの点前をよく見たりと、穏やかさの

中に、より集中していく機会が増えたと思います。（おしゃべりをしたり、お菓子を味わ

うことをしなくなったからかもしれませんが・・・。） 

お稽古の時間より、消毒や洗濯、掃除の時間のほうが長いのが実際ですが、お道具類を

大切に取り扱うようにもなりました。 

お茶席への参加もままならず、感染状況によっては、来る日も来る日も空点前のお稽古

だったり・・・。「これが茶道？」と疑問と葛藤の日々が続いています。とりわけ、令和

３年度の３年生は、多くの制約の中、「いかにお稽古をしていくか？」の課題に向き合い、

知恵を出し合い、話し合いを重ねて、後輩たちに所作の一つひとつを丁寧にねばり強く教

えてきました。呉羽高校茶道部の伝統を後輩たちに引き継いでくれています。 

今後も、身体的距離を保ちながら、一人ひとりが亭主、半東、正客・・・など役を務め

て、呉羽高校茶道部がお茶席を開催できる日を心待ちにして、お稽古に精進していきます。 

 



 

令和４年度呉高茶会を終えて 

 コロナ禍のお茶席は、招待客限定で開催。・・・浴衣でのお点前は初。 

三年ぶりのお茶席「一期一会」を企画しました。黒川芳子先生のご指導の下、招待客限定で規

模を縮小し新型コロナウイルス対策を講じて、部員一人ひとりが精一杯各々の役割に努めました。

折しも中秋の名月であり、短冊「掬水月在手」、お棗、蓋置き、お菓子に至るまで「月にうさぎ」

尽くしの趣向でお客様をお迎えする準備を整えました。 

 日ごろから作法と所作におもてなしの心を託して表すことを心がけてお稽古に励んでいたつ

もりでした。しかし、部員全員にとって初めてのお茶席であり、いざお客様をご案内し、お茶を

お出しする段になると、とっさのことに落ち着きを失い、うまくいかない場面があり、至らない

自分に気づきました。 

 呉高茶会は、三年ぶりに復活しました。茶席にあたり、「遠い月も水を掬
すく

って手に入れること

ができる。精進することにより、気がつけば一人ひとりの中に真理はともにある」という言葉を

くださった黒川先生に、部員一同感謝しています。まだまだ未熟な私たちは、お気持ちにお応え

し、奥深い茶の道を日々精進を重ねることによって究めていきたい、と気持ちを新たにしました。 

 

 


